
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体と該ケース本体内に引き出し自在に収納した引出しユニットとの間に装架さ
れたケーブル類を案内保持する引出し用ケーブル類の案内保持具において、
　前記ケーブル類の案内保持具は、両端部に連結ピンが挿入されるピン孔を有すると共に
、ケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられた少なくとも２つの直線状長尺
アーム部材と、両端部に連結ピンが挿入されるピン孔を有すると共に、ケーブル類を支持
する保持枠が着脱可能に取り付けられる短尺ヒンジ部材とで構成され、
　前記直線状長尺アーム部材が該直線状長尺アーム部材に比較して短い短尺ヒンジ部材を
介在させて連結ピンで連結されることにより、前記引出しユニットの出し入れに伴ってケ
ーブル類を保持しつつ屈曲移動して鋭角屈曲による断線を防止するようにしたことを特徴
とする引出し用ケーブル類の案内保持具。
【請求項２】
　前記直線状長尺アーム部材が、上下に複数重ねて設けられていることを特徴とする請求
項１記載の引出し用ケーブル類の案内保持具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ケース本体と該ケース本体内に出し入れ自在に収納した引出しユニットとの
間に装架されたケーブル類を案内保持する引出し用ケーブル類の案内保持具に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
　従来、ケース本体２と該ケース本体内に引き出し自在に収納した引出しユニット３との
間に装架されたケーブル類４を案内保持する引出し用ケーブル類の案内保持具１としては
、図１２に示すように、板金製支持具５にケーブル類４を紐６で固定し、この板金製支持
具５を２枚のプレート７ａが１本のピン７ｂで連結されてなる蝶番７に取り付けて屈曲自
在に連結したものが考えられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上記引出し用ケーブル類の案内保持具１は、板金製支持具５が１本のピン７ｂを枢支軸
とする蝶番７に取り付けられているため、屈曲時に２つの板金製支持具５が鋭角に屈曲さ
れることになり、そのため屈曲するとき板金製支持具５に紐６で固定されたケーブル類４
に張力が加わりケーブル類４が断線したり、鋭角屈曲により断線する恐れがある、という
問題がある。
【０００４】
　また、ケーブル類４を板金製支持具５に紐６で固定するため、電機コード、ケーブル等
が多数本であったり、ケーブル類４の径が大きい場合、あるいは質量が大きい場合、複数
箇所を紐６で固定する作業が容易でなく繁雑になる、という問題がある。
【０００５】
　上記の問題を解決する手段として、引出し用ケーブル類保護案内ガイドが提案されてい
る（特願２００２－１９０４０９号、平成１４年６月２８日出願）。この引出し用ケーブ
ル類保護案内ガイドは、ケーブル類が上方から挿脱できる開閉蓋を有する長尺箱形の直線
支持部材をリンクからなる屈曲部材で連結して、所定の曲率以上で屈曲できるように構成
したものである。
【０００６】
　かかる構成からなる引出し用ケーブル類保護案内ガイドは、屈曲時におけるケーブル類
の断線が防止される優れたものであるが、ケーブル類の径や本数に対応させて、異なった
サイズの長尺箱形の直線支持部材を多品種揃えしなければならないためにコスト的に不利
になる、という問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、前述したような従来技術の問題点を解決し、引出しユニットの出し
入れに際し、ケーブル類に過大な張力が加わらないようにすることができると共に、ケー
ブル類の径や本数が異なる場合でも、ケーブル類のサイズに適した保持枠に容易に変更す
ることができ、この保持枠も簡単な構造のものとすることができる引出し用ケーブル類の
案内保持具を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明は、上記問題点の解決手段として、ケーブル類を直
線状長尺アーム部材に取り付けた保持枠で支持すると共に、直線状長尺アーム部材を短尺
ヒンジ部材を介して連結するようにしたものである。
　請求項１に係る本発明は、ケース本体と該ケース本体内に引き出し自在に収納した引出
しユニットとの間に装架されたケーブル類を案内保持する引出し用ケーブル類の案内保持
具において、前記ケーブル類の案内保持具は、両端部に連結ピンが挿入されるピン孔を有
すると共に、ケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられた少なくとも２つの
直線状長尺アーム部材と、両端部に連結ピンが挿入されるピン孔を有すると共に、ケーブ
ル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられる短尺ヒンジ部材とで構成され、前記直
線状長尺アーム部材が該直線状長尺アーム部材に比較して短い短尺ヒンジ部材を介在させ
て連結ピンで連結されることにより、前記引出しユニットの出し入れに伴ってケーブル類
を保持しつつ屈曲移動して鋭角屈曲による断線を防止するようにした引出し用ケーブル類
の案内保持具、という構成としたものである。
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　請求項２に係る本発明は、前記引出し用ケーブル類の案内保持具において、前記直線状
長尺アーム部材が上下に複数重ねて設けられている、という構成としたものである。
【０００９】
【作用】
　各請求項に係る本発明の引出し用ケーブル類の案内保持具は、両端部に連結ピンが挿入
されるピン孔を有すると共に、ケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられた
少なくとも２つの直線状長尺アーム部材と、両端部に連結ピンが挿入されるピン孔を有す
ると共に、ケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられる短尺ヒンジ部材とで
構成され、この直線状長尺アーム部材が該直線状長尺アーム部材に比較して短い短尺ヒン
ジ部材を介在させて連結ピンで連結されることにより、前記引出しユニットの出し入れに
伴ってケーブル類を保持しつつ屈曲移動するようにしたので、引出しユニットの出し入れ
に際し、保持枠に支持されたケーブル類に過大な張力が加わらなくなり、着脱可能に取り
付けられた保持枠を適宜に変更して取り付けるだけで、ケーブル類の径や本数が異なるサ
イズ違いのケ－ブル類を保持することが可能となり、ケーブル類の保持枠も単純な構造の
ものとすることが可能となる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施例１を図１ないし図３に基づいて説明する。図１は、ケース本体と引出し
ユニットとの間に装架されたケーブル類の案内保持具の概念図であり、図２は、引出し用
ケーブル類の案内保持具の斜視図であり、図３は、ケーブル類を支持する保持枠の斜視図
である。
【００１１】
　ケース本体１１には、引出しユニット１２が引き出し自在に収納されている。このケー
ス本体１１は、例えばオフィスで使用される机であり、引出しユニット１２は机の下に収
納され、必要なときに引き出すことが可能なＯＡ機器用の引出しあるいはトレイ等である
。ここでいうＯＡ機器とは、パソコン本体、モニター、キーボード、プリンター等である
。
【００１２】
　ケース本体１１及び引出しユニット１２としては、上記のようなものに限らず、基台と
該基台に設けられた一般的な電気機械器具が配置されるトレイ、引出しでもよく、ケース
本体と引出しユニットとの間に電源コード、信号の入出力ケーブル、センサの信号線、光
ファイバー、流体用パイプ、これらを束ねたもの等のケーブル類を装架する必要があるも
のであればどのような態様のものであっても構わない。
【００１３】
　ケース本体１１の背面内側と該ケース本体１１内に引き出し自在に収納した引出しユニ
ット１２の背面外側との間に、電源コードや信号ケーブル等のケーブル類１３が案内保持
具１４に保持されて装架されている。
【００１４】
　ケーブル類の案内保持具１４は、概略、保持枠２４が取り付けられた直線状長尺アーム
部材１５と、この直線状長尺アーム部材１５どうしを屈曲可能に連結する短尺ヒンジ部材
１９とで構成され、この短尺ヒンジ部材１９によりケーブル類１３が湾曲状に屈曲可能と
なる。
【００１５】
　直線状長尺アーム部材１５は、図２に示すように、離間対向する直線状の長尺アーム１
６と、この長尺アーム１６間に複数個取り付けられた縦桟１７とからなり、直線状長尺ア
ーム部材１５の両端部には、連結ピン２３が挿入されるピン孔１５ａが設けられている。
すなわち、一方のピン孔１５ａは長尺アーム１６の一端部に、他方のピン孔（図示略）は
膨出部１８に穿設されている。この直線状長尺アーム部材１５の縦桟１７に適宜のピッチ
間隔でケーブル類を支持する保持枠２４が着脱可能に取り付けられる。
【００１６】
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　短尺ヒンジ部材１９は、図２に示すように、直線状長尺アーム部材１５の長尺アーム１
６に比較して短い一対の短尺アーム２０で形成され、縦桟２１、膨出部２２を備えている
。短尺ヒンジ部材１９の両端部には、それぞれ連結ピン２３が挿入されるピン孔１９ａ、
１９ｂが設けられている。すなわち、一方のピン孔１９ａは短尺アーム２０の一端部に、
他方のピン孔１９ｂは膨出部２２に穿設されている。この短尺ヒンジ部材１９には、適宜
、ケーブル類を支持する保持枠２４が着脱可能に取り付けられる。
【００１７】
　保持枠２４は、図３に示すように、枠体２５と、この枠体２５の一側に形成された取り
付け部２６とからなり、取り付け部２６は先端に係合部２６ａを有する一対のプレート２
６ｂからなる。この保持枠２４は、直線状長尺アーム部材１５の縦桟１７及び短尺ヒンジ
部材１９の縦桟２１にそれぞれ取り付け部２６を嵌着することにより容易に取り付けられ
る。
【００１８】
　この実施例１では、保持枠２４の枠体２５がケーブル類１３を閉鎖囲繞する一体のもの
として説明したが、ケーブル類１３を保持枠２４の側方又は上方から挿脱できるように、
図８又は図９に示すような形状のものとしてもよい。この場合、ケーブル類１３の取り替
え、追加等を容易に行うことができるようになる。
【００１９】
　上記の直線状長尺アーム部材１５及び短尺ヒンジ部材１９とで構成されるケーブル類の
案内保持具１４は、複数の直線状長尺アーム部材１５どうしが適宜数の短尺ヒンジ部材１
９を介在させて連結ピン２３で連結されることにより形成される。この場合、ケーブル類
の案内保持具１４の始端部及び終端部には、固定部材として機能する短尺ヒンジ部材１９
が連結され、この短尺ヒンジ部材１９がケース本体１１及び引出しユニット１２にそれぞ
れ取り付けられる。
【００２０】
　上記構成からなるケーブル類の案内保持具１４は、次の作用効果を奏する。
　ケース本体１１と該ケース本体内に引き出し自在に収納した引出しユニット１２との間
に装架されたケーブル類１３は、直線状長尺アーム部材１５あるいは短尺ヒンジ部材１９
に取り付けられた保持枠２４に支持される。
　このケーブル類１３を支持した案内保持具１４は、引出しユニット１２の出し入れに伴
ってケーブル類１３を保持しつつ屈曲移動する。
【００２１】
　この場合、ケーブル類１３は保持枠２４に支持されて拘束されていないことにより、案
内保持具１４が屈曲しても、ケーブル類に過大な張力が加わることがないので、張力によ
る断線が防止される。
　また、屈曲部においても、一対の短尺アーム２０からなる短尺ヒンジ部材１９を介在さ
せて直線状長尺アーム部材１５どうしが離間した２本の連結ピン２３で連結されるので、
ケーブル類１３が湾曲状に屈曲可能となり、ケーブル類１３の鋭角屈曲による断線も防止
される。
【００２２】
　ケーブル類１３を支持する保持枠２４は、直線状長尺アーム部材１５の縦桟１７及び短
尺ヒンジ部材１９の縦桟２１にそれぞれ取り付け部２６により着脱可能に取り付けられて
いるので、異なった大きさの保持枠２４に変更するだけで、ケーブル類の径や本数が異な
るサイズ違いのケ－ブル類１３を保持できるようになる。
【００２３】
　また、保持枠２４は、直線状長尺アーム部材１５の縦桟１７及び短尺ヒンジ部材１９の
縦桟２１にそれぞれ取り付け部２６を嵌着することにより取り付けられるので、直線状長
尺アーム部材１５の表裏両面のいずれにも取り付けることができ、保持枠２４のサイズを
変更することなく多数のケーブル類を保持することができる。
【００２４】
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　ケーブル類１３を支持する保持枠２４は、枠体内部にケーブル類を支持するだけである
ため、枠体、すなわち保持枠を単純な構造とすることができ、枠体の大きさを変えるだけ
でサイズ違いのケ－ブル類１３に対応させることができる。
【００２５】
　さらに、直線状長尺アーム部材１５は、離間対向する直線状の長尺アーム１６間に縦桟
１７が複数個取り付けられて形成され、この縦桟１７に保持枠２４が取り付けられるので
、縦桟１７間の空間部により通風状態が良好となり、ケーブル類１３の放熱を効率よく行
うことができる。
【００２６】
　本発明の実施例２を図４～図６に基づいて説明する。この実施例２のケーブル類の案内
保持具は、前記実施例１のケーブル類の案内保持具１４において、直線状長尺アーム部材
１５、及び、固定部材として機能する短尺ヒンジ部材１９を変更したものに相当する。
　そこで、実施例２のケーブル類の案内保持具（全体図は図示略）について、前記実施例
１のケーブル類の案内保持具において変更した部材を主として説明する。
【００２７】
　直線状長尺アーム部材２８は、図４に示すように、離間対向する直線状の長尺アーム２
９と、この長尺アーム２９間に複数個取り付けられた縦桟３０とからなり、直線状長尺ア
ーム部材２８の両端部には、連結ピンが挿入されるピン孔２８ａが設けられている。
　すなわち、ピン孔２８ａは直線状長尺アーム部材２８の両端部に形成された膨出部３１
に穿設されている。前記実施例１と同様に、この直線状長尺アーム部材２８の縦桟３０に
適宜のピッチ間隔でケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられる。
【００２８】
　短尺ヒンジ部材３２は、図５（Ａ），（Ｂ）に示すように、直線状長尺アーム部材２８
の長尺アーム２９に比較して短い一対の短尺アーム３３で形成され、縦桟３４及び上下２
段の膨出部３５を備えている。短尺ヒンジ部材３２の両端部には、それぞれ連結ピンが挿
入されるピン孔３２ａが設けられている。前記実施例１と同様に、この短尺ヒンジ部材３
２の縦桟３４には、適宜にケーブル類を支持する保持枠が着脱可能に取り付けられる。
【００２９】
　ケーブル類の案内保持具の始端部及び終端部には、ケース本体及び引出しユニットに案
内保持具を取り付ける固定部材３６が連結される。
　この固定部材３６は、図６（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）に示されるように、短尺ヒンジ部材
３２と略々同一外郭形状のもので、ケース本体又は引出しユニットへの取付用の取付孔３
７ａを有する一対のアーム３７で形成され、上下２段の膨出部３８を備えている。また、
固定部材３６の両端部には、それぞれ連結ピンが挿入されるピン孔３６ａが設けられてい
る。
【００３０】
　この実施例２のケーブル類の案内保持具は、前記実施例１と同様に、複数の直線状長尺
アーム部材２８どうしが適宜数の短尺ヒンジ部材３２を介在させて連結ピンで連結される
ことにより形成される。
　この場合、ケーブル類の案内保持具の始端部及び終端部には、固定部材３６が連結ピン
で連結して設けられ、この固定部材３６がケース本体及び引出しユニットにそれぞれ取り
付けられる。
　そして、この実施例２のケーブル類の案内保持具は、前記実施例１のケーブル類の案内
保持具と同じ作用効果を奏する。
【００３１】
　本発明の実施例３を図７、図８に基づいて説明する。この実施例３のケーブル類の案内
保持具は、前記実施例２の直線状長尺アーム部材が上下に複数重ねて形成されたもので、
以下、前記実施例２と共通する部材には同一符号を付して説明する。
【００３２】
　ケーブル類の案内保持具（図示略）を構成する直線状長尺アーム部材３９は、直線状長
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尺アーム部材２８が上下に重ねられて形成され、前記実施例２と同様に、直線状長尺アー
ム部材２８がそれぞれ適宜数の短尺ヒンジ部材を介在させて連結ピンで連結される。
　この場合、連結ピンは、上下の直線状長尺アーム部材２８，２８及び短尺ヒンジ部材そ
れぞれのピン孔を貫通する通しピンとする。
　また、直線状長尺アーム部材３９は、直線状長尺アーム部材２８を２つ以上重ねて形成
したものでもよく、さらに複数の直線状アーム部材２８を重ねて一体に形成したものでも
よい。
【００３３】
　ケーブル類を支持する保持枠４０は、図８に示すように、枠体４１と、この枠体４１の
一側上下に形成された取り付け部４２，４２とからなり、取り付け部４２は先端に係合部
４２ａを有する一対のプレート４２ｂからなる。
　この保持枠４０は、直線状長尺アーム部材３９の上下に亘る長さで、直線状長尺アーム
部材２８，２８の縦桟３０，３０及びヒンジ部材（図示略）の縦桟にそれぞれ取り付け部
４２を嵌着することにより着脱可能に取り付けられる。
【００３４】
　また、保持枠４０は、ケーブル類を側方から挿脱できるように、上枠４１ａに対して側
枠４１ｂが弾性変形可能となっている。この保持枠４０は、収納部が大きくなるため、ケ
ーブル類の本数が多い場合に好適であると共に、ケーブル類の取り替え、追加時に挿脱が
容易となる。
【００３５】
　上記実施例３における保持枠の変形例を図９に示す。ケーブル類を支持する枠状の保持
枠４４は、枠体４５と、この枠体４５の一側上下に形成された取り付け部４６，４６とか
らなり、取り付け部４６は先端に係合部４６ａを有する一対のプレート４６ｂからなる。
　この保持枠４４は、直線状長尺アーム部材３９の上下に亘る長さで、直線状長尺アーム
部材２８，２８の縦桟３０，３０及び短尺ヒンジ部材（図示略）の縦桟にそれぞれ取り付
け部４６を嵌着することにより着脱可能に取り付けられる。
【００３６】
　この保持枠４４は、ケーブル類を上方から挿脱できるように、上枠４５ａが屈曲部４５
ｂを支点にして開閉可能となっている。この上枠４５ａはフック４５ｃを備え、このフッ
ク４５ｃが側枠４５ｄの係合部４５ｅに係合する。この保持枠４４は、収納部が大きくな
るため、ケーブル類の本数が多い場合に好適であると共に、ケーブル類の取り替え、追加
時に挿脱が容易となる。
【００３７】
　なお、この実施例３では、直線状長尺アーム部材３９に取り付けられる保持枠として、
ケーブル類を側方又は上方から挿脱できる保持枠について説明したが、前記実施例１のよ
うに、保持枠の枠体がケーブル類を閉鎖囲繞する一体のもの、あるいは図１０に示す保持
枠のように上部が開放されたものでもよい。
　また、保持枠を直線状長尺アーム部材３９の上下に亘る長さのものとしないで、上下に
重ねた直線状長尺アーム部材２８，２８にそれぞれ別々に取り付けられる大きさの保持枠
としてもよい。
【００３８】
　本発明の実施例４を図１０に基づいて説明する。
　この実施例４のケーブル類の案内保持具（図示略）は、前記実施例１～３と同様に、複
数の直線状長尺アーム部材４８が適宜数のヒンジ部材を介在させて連結ピンで連結される
ことにより形成される。
【００３９】
　直線状長尺アーム部材４８は、膨出部５０を有する長尺板状の長尺アーム４９からなり
、両端部には連結ピンが挿入されるピン孔４８ａが設けられている。まず、同図左方に示
す保持枠５２について説明する。
　保持枠５２は上部が開放された枠体５３と、この枠体５３の一側に形成された取り付け
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部５４とからなり、この取り付け部５４は一対のピン部材５４ａ，５４ａからなる。
【００４０】
　また、長尺アーム４９には貫通孔５１が穿設され、この貫通孔５１にピン部材５４ａ，
５４ａが嵌入されることにより、保持枠５２が直線状長尺アーム部材４８に着脱可能に取
り付けられる。
　この保持枠５２は、上部が開放されていることにより、ケーブル類の挿脱を容易に行う
ことができる共に、保持枠５２の取替えを容易に行うことできる。
【００４１】
　次に、図１０の右方に示す保持枠５５について説明する。
　保持枠５５は、上方が開放された枠体５６と、この枠体５６の一側に形成された取り付
け部５７とからなり、この取り付け部５７は抱持枠５７ａを備え、抱持枠５７ａを前記板
状の長尺アーム４９に係合することにより、保持枠５５は直線状長尺アーム部材４８に着
脱可能に取り付けられる。
　この保持枠５５は、上部が開放されていることにより、ケーブル類の挿脱を容易に行う
ことができる共に、保持枠５５の取替えを容易に行うことできる。
【００４２】
　この実施例４のケーブル類の案内保持具（図示略）は、取り付け部５４により保持枠５
２が直線状長尺アーム部材４８に取り付けられ、あるいは抱持枠５７ａにより保持枠５７
が直線状長尺アーム部材４８に取り付けられるので、保持枠５２あるいは保持枠５５を直
線状長尺アーム部材４８の表裏両面のいずれにも取り付けることができ、保持枠５２，５
５のサイズを変更することなく多数のケーブル類を保持することができるようになる。
【００４３】
　本発明の実施例５を図１１に基づいて説明する。この実施例５のケーブル類の案内保持
具（図示略）は、前記実施例１～３と同様に、複数の直線状長尺アーム部材５９が適宜数
の短尺ヒンジ部材を介在させて連結ピンで連結されることにより形成される。
【００４４】
　直線状長尺アーム部材５９は、一対の長尺アーム６０と、この長尺アーム６０間に設け
られた縦桟６１とからなる。直線状長尺アーム部材５９の両端部には連結ピンが挿入され
るピン孔５９ａが形成されている。
　また、この直線状長尺アーム部材５９に着脱可能に取り付けられる保持枠は、前記実施
例１～３のいずれかの態様で取り付けられるものであればよく、例えば、前記実施例４の
保持枠５５のように、抱持枠５７ａを一対の長尺アーム６０に係合させることにより取り
付けられる。
【００４５】
　以上、各実施例について説明したが、直線状長尺アーム部材、短尺ヒンジ部材、保持枠
等は、合成樹脂、金属等いずれの材質のものとしても構わないが、合成樹脂製のものとす
ることが軽量化や低価格にできるため好ましい。
【００４６】
【発明の効果】
　以上説明したように、各請求項に係る本発明の引出し用ケーブル類の案内保持具は、ケ
ーブル類を支持する保持枠が直線状長尺アーム部材及び短尺ヒンジ部材に取り付けられ、
直線状長尺アーム部材が該直線状長尺アーム部材に比較して短くて両端部にピン孔を有す
る短尺ヒンジ部材を介在させて連結ピンで連結されているので、引出しユニットの出し入
れに伴って直線状長尺アーム部材が屈曲したとき、ケーブル類が拘束されないで保持枠に
支持されているため、鋭角屈曲による断線を防止することができるとともに、ケーブル類
に過大な張力が加わるのを防止して張力による断線を防止することができる。
【００４７】
　ケーブル類を支持する保持枠が直線状長尺アーム部材及び短尺ヒンジ部材に着脱可能に
取り付けられているので、ケーブル類の径、本数が異なるサイズ違いの場合、直線状長尺
アーム部材及び短尺ヒンジ部材を共通のものとして、ケーブル類のサイズに対応した保持
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枠のみを変更すればよく、コスト的に優れたものとすることができる。また、この保持枠
も単に枠体で形成すればよいので、保持枠を簡単な構造のものとすることができる。
【００４８】
　直線状長尺アーム部材が上下に複数重ねて設けられている場合は、多数のケーブル類を
保持することができ、重ねる直線状長尺アーム部材の数を変更することにより、ケーブル
類の本数に対応させて、ケーブル類の案内保持具を形成することができる。また、保持枠
がケーブル類を側方又は上方から挿脱することが可能である場合は、ケーブル類の取り替
え、追加時に容易に挿脱を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１を示し、引出し用ケーブル類の案内保持具の概念図。
【図２】同上、案内保持具の斜視図。
【図３】同上、保持枠の斜視図。
【図４】実施例２を示し、直線状長尺アーム部材の斜視図。
【図５】同上、（Ａ）は短尺ヒンジ部材の斜視図、（Ｂ）は同側面図。
【図６】同上、（Ａ）は固定部材の斜視図、（Ｂ）は同側面図、（Ｃ）は同平面図。
【図７】実施例３を示し、直線状長尺アーム部材の側面図。
【図８】同上、保持枠の斜視図。
【図９】同上、変形例である保持枠の斜視図。
【図１０】実施例４を示し、直線状長尺アーム部材の斜視図。
【図１１】実施例５を示し、（Ａ）は直線状長尺アーム部材の斜視図、（Ｂ）は同平面図
、（Ｃ）は同側面図。
【図１２】従来の引出し用ケーブル類の案内保持具の概念図。
【符号の説明】
　１１　・・・ケース本体
　１２　・・・引出しユニット
　１３　・・・ケーブル類
　１４　・・・案内保持具
　１５　・・・直線状長尺アーム部材
　１５ａ・・・ピン孔
　１６　・・・長尺アーム
　１７　・・・縦桟
　１８　・・・膨出部
　１９　・・・短尺ヒンジ部材
　１９ａ、１９ｂ・・・ピン孔
　２０　・・・短尺アーム
　２１　・・・縦桟
　２２　・・・膨出部
　２３　・・・連結ピン
　２４　・・・保持枠
　２５　・・・枠体
　２６　・・・取り付け部
　２６ａ・・・係合部
　２６ｂ・・・プレート
　２８　・・・直線状長尺アーム部材
　２８ａ・・・ピン孔
　２９　・・・長尺アーム
　３０　・・・縦桟
　３１　・・・膨出部
　３２　・・・短尺ヒンジ部材
　３２ａ・・・ピン孔
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　３３　・・・短尺アーム
　３４　・・・縦桟
　３５　・・・膨出部
　３６　・・・固定部材
　３６ａ・・・ピン孔
　３７　・・・アーム
　３７ａ・・・取付孔
　３８　・・・膨出部
　３９　・・・直線状長尺アーム部材
　４０　・・・保持枠
　４１　・・・枠体
　４１ａ・・・上枠
　４１ｂ・・・側枠
　４２　・・・取り付け部
　４２ａ・・・係合部
　４２ｂ・・・プレート
　４４　・・・保持枠
　４５　・・・枠体
　４５ａ・・・上枠
　４５ｂ・・・屈曲部
　４５ｃ・・・フック
　４５ｄ・・・側枠
　４５ｅ・・・係合部
　４６　・・・取り付け部
　４６ａ・・・係合部
　４６ｂ・・・プレート
　４８　・・・直線状長尺アーム部材
　４８ａ・・・ピン孔
　４９　・・・長尺アーム
　５０　・・・膨出部
　５１　・・・貫通孔
　５２　・・・保持枠
　５３　・・・枠体
　５４　・・・取り付け部
　５４ａ・・・ピン部材
　５５　・・・保持枠
　５６　・・・枠体
　５７　・・・取り付け部
　５７ａ・・・抱持枠
　５９　・・・直線状長尺アーム部材
　５９ａ・・・ピン孔
　６０　・・・長尺アーム
　６１　・・・縦桟
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(11) JP 3716986 B2 2005.11.16



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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